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 【2026年 4月号 164号】 

P1.表紙:2026 年度ごあいさつ～15年の節目を迎えて～  

P2.交流会報告：めぐりあい交流花見会 2026、他 

 

P8. イベント情報、さっちゃんのレシピ、ウクライ
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避難者の動き、編集後記 

 

 

 

 

 

 

 

  

発行:愛知県被災者支援センター 

住所:名古屋市東区泉 1-13-34 

名建協 2 階 

TEL:052-971-2030 

FAX:052-971-2050

開館:月曜～金曜 10 時～17時

２０２６年度 ごあいさつ ～15年の節目を迎えて～ 

愛知県被災者支援センター長 栗田暢之 

3.11 から 15 年の月日が経過しました。皆様はこの日をどんな思いで過ごされましたか？  

当センターを受託しているレスキューストックヤードは、災害救援 NPO として、毎年この時期に

あわせて、東北スタディツアーを開催しています。今年は地元愛知からの大学生を含む 18 名が参加

してくれました。 

その目的地の一つが大熊町。言うまでもなく、原発事故を起こした東京電力福島第 1 原発が立地し、

未だ町面積の 50%が帰還困難区域となっている町です。多方、JR 常磐線「大野駅」周辺は除染が進

められ、真新しい商業施設や公共施設などが立ち並んでいます。その一角に、環境省「中間貯蔵事業

情報センター」があります。今回は、その現地見学会に参加しました。また、過去のツアーでもお世

話になった大熊町民の松永秀篤さんにも同行いただきました。帰還困難区域に通じる道路には、今も

バリケードが張り巡らされていますが、その中に入ると、朽ちた家々や雑草が伸び放題の荒れ地が目

に飛び込んできます。熊町小学校では、2 時 46 分で時計の針が止まり、何も持たずに必死に逃げた

であろう教室の様子もそのまま残されています。海岸線の絶壁に建っていた県の水産加工場は、それ

をも飲み込む高さの津波が襲った跡が見て取れます。 

まさしく、あの時から時間が止まったままの現実がありました。果たしてどれだけの人がこの現実

を知っているのだろうか。松永さんが言われました。「こんなことになるとは誰も思っていなかった」。

特に、次代を担う若者には、しかと受け止めてほしい。原発事故がもたらした影響は、15 年ではま

ったく解決できておらず、まだ何十年も続くこと。そして、「知らなかった」とか「忘れた」では、

また次も同じことが繰り返されてしまいます。「こんなことになる前に、しなければならないことは

山ほどある」と、15 年の日に私自身が感じことです。 

 

昨年もお願いしましたが、15 年を経た今こそ、皆さんが経験された東日本大震災を、15 年でお感

じになった思いを、様々な場面で語っていただければと思います。皆さんの生の声を、この地の人々

に伝え続けていただきたいと願っています。 

今年度も当センターは、これまで同様の支援活動は継続して参ります。引き続きよろしくお願いい

たします。 
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各所の交流会告  

◎お茶っこサロンなごや「陶芸体験」                            

3/7(土)＠名古屋市名東区‣楽陶館＜主催:被災者支援ボランティ

アセンターなごや(名古屋市社会福祉協議会内)＞・・・マグカップづくりの他、思い思いの個性あふ

れる作品が出来上がり、皆さん満足そうでした。焼き上がりが楽しみです。 

 

◎めぐりあい交流花見会 2026 ３/29(日)＠名古屋市熱田区・発達センターあつた＜主催:震災‣原発

事故による県外避難者自主グループめぐりあいの会＞・・・当事者でもある主催者の心のこもったお

もてなしに皆で舌つづみ。桜も咲いてお花見日和、踊りもあり、盛り上がりました。 

 

 

 

 

じんのび能登カフェ 3/21(土)＠名古屋市‣コープあいち生協生活文化会館＜主催:能登半島地震避難

者支援ネットワークあいち他、事務局 RSY＞・・・高齢者はなかなか買い物もままならず、コープの店

でお買い物ツアーに｢助かりました｣の声。 

 

【イベント情報】  ＊開催･内容等が変更になることがあります。詳しくはチラシでご確認ください。 

開催日 イベント名 内容（主催など） 会場 

5/10(日) 

10:00～   

  15:00 

気軽にお茶飲み 

交流会 

お茶飲み交流･公園散策･笑いヨガ･

相談会。主催:気軽にお茶飲み交流会

実行委員会  

東海市しあわせ村保健福祉

センター 名鉄｢聚楽園｣下

車徒歩 5 分(準急･普通のみ) 

 

ウクライナ避難者の近況（あいち･なごやウクライナ避難者支援ネットワーク:事務局レスキューストックヤード） 

   3/29(日)、名古屋市‣小幡緑地の桜の花の下で、バーベキュー      

交流。ウクライナ避難者等、約 80 名が集いました。日本語の上 

達した方も多く、参加者の歌‣サキソフォン演奏等もあり、しば 

し戦争から逃れた避難生活を忘れ、楽しい時間を過ごしました。 

 

【編 集 後 記】 2026 年度 4 月号は短縮版です。皆様のご意見・ご要望をお待ちしています。 

 

 

 

 
 

 

 

  


